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福祉避難所開設・運営マニュアル作成手順書 新旧対照表

頁 改訂後 改訂前 

6 第３章 平常時の取組等（事前準備） 

１ 福祉避難所マニュアル等の作成

①（略） 

② 福祉避難所運営に必要な人員を想定した施

設職員の配置。（概ね１０人の要配慮者に１人の生

活相談員等（※）) 

※ 生活相談員等は、要配慮者（災害時要援護

者）の適切な支援が行えるよう、できるだけ看護師

又は介護福祉士等の専門職の資格を有する者で

あることが望ましく、また、事前に感染症対策の研

修等を行うようにしてください。 

③（略） 

第３章 平常時の取組等（事前準備）

１ 福祉避難所マニュアル等の作成

①（略） 

② 福祉避難所運営に必要な人員を想定した施

設職員の配置。（概ね１０人の要配慮者に１人の生

活相談員等（※）） 

※ 生活相談員等は、要配慮者（災害時要援護

者）の適切な支援が行えるよう、できるだけ看護師

又は介護福祉士等の専門職の資格を有する者で

あることが望ましい。 

③（略） 

7 第３章 平常時の取組等（事前準備） 

２ 福祉避難所のゾーニングとレイアウト

立入禁止場所と福祉避難所として使用する場所を

明確にし、避難者と施設利用者の生活空間や動線

を分離するための次の例を参考に、ゾーニングやレ

イアウトの確認をお願いします。 

【福祉避難所のゾーニング（例）】 

① 初期スクリーニング 

福祉避難所に入館できるのは要配慮者（災害

時要援護者）と支援者（介助する家族）1名など

に制限し、受入れ時には入口で体温チェック及

び手指の消毒ができる場所を確保する。 

②動線の分離 

施設職員及び施設利用者と避難者の動線を

分けることで感染リスクを減らし、可能であれば出

入口を分離する。 

③ 区画化 

福祉避難所に関係するスペース（生活スペー

ス、トイレ、物品保管場所、避難所専属スタッフの

休憩場所）は、施設利用者の生活ゾーンの外に

設け、施設職員及び施設利用者との共用がない

ように配慮する。 

④ 施設利用者対応職員の体調及び衛生管理 

建物の入口で入館管理及び手指の消毒を徹底

し、物品の受け渡しは玄関等の限られた場所で

行う。 

第３章 平常時の取組等（事前準備） 

２ 福祉避難所スペース(居室等)のレイアウトと受入

可能人数

立入禁止場所と福祉避難所として使用する場所を

明確にして、次のレイアウト等の確認をお願いしま

す。 

① 避難者の一時的な受け入れレイアウトの作成 

② 就寝可能場所のレイアウトの作成 

③ 施設敷地内における駐車レイアウトの作成 

④ 避難者一人あたりの面積を概ね３.３㎡（約２畳

分）とした、受入可能人数の把握 
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頁 改訂後 改訂前 

7

○世帯ごとの間隔は、ソーシャルディスタンス（でき

るだけ２ｍ（最低１ｍ））を確保してください。（尼崎市

の避難者一人あたりの面積の考え方：１６㎡÷２人

＝８㎡/人） 

○十分なソーシャルディスタンス（できるだけ２ｍ（最

低１ｍ））を確保できない場合、居住面積（１人あたり

２㎡以上）を確保のうえ、飛沫感染防止のため、世

帯ごとにパーテーション等の設置を検討してくださ

い。 

9 ３章 平常時の取組等（事前準備） 

７ （仮称）福祉避難所防災箱の設置 

(２) 開設用物資の準備 

①（略） 

②（略） 

③（略） 

④ 衛生資材 

□パーテーション □手指消毒用アルコール 

□清掃用アルコール □液体せっけん 

□非接触赤外線体温計 □マスク  

□使い捨て手袋 □フェイスシールド 

□長袖ガウン/ビニールエプロン 

□除菌シート □ペーパータオル 

□足踏み式ごみ箱（蓋つき） 

□ごみ袋（大/小） 

⑤その他 

□吊り下げ名札（高齢者、障害者、ボランティア等

で色分けし、番号を振る） 

□ヘルメット □軍手 □懐中電灯 

□カイロ □ペットボトル □ポリ袋  □養生テー

プ  □その他（ ） 

第３章 平常時の取組等（事前準備） 

７ （仮称）福祉避難所防災箱の設置 

(２) 開設用物資の準備 

①（略） 

②（略） 

③（略） 

③その他 

□吊り下げ名札（高齢者、障害者、ボランティア等

で色分けし、番号を振る） 

□ヘルメット □軍手 □マスク 

□懐中電灯 □カイロ □ペットボトル □ポリ袋 

□ごみ袋 □養生テープ  

□その他（ ） 
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頁 改訂後 改訂前 

13 第５章 福祉避難所の開設・運営 

３ 受け入れ準備作業

(２) 受入場所の確保 

○ １人あたりの面積を、概ね８㎡（約５畳分）を目

安として、要配慮者及び介護する家族等の避難生

活に必要な空間を確保してください。 

○（略） 

○（略） 

第５章 福祉避難所の開設・運営 

３ 受け入れ準備作業

(２) 受入場所の確保 

○ １人あたりの面積を、概ね３.３㎡（約２畳分）を

目安として、要配慮者及び介護する家族等の避難

生活に必要な空間を確保してください。 

○（略） 

○（略） 

17 第５章 福祉避難所の開設・運営 

６ 要配慮者（災害時要援護者）の健康管理・感染

症対策 

避難者に手洗い・うがいの励行を促すとともに、健

康チェックを実施してください。また、要配慮者（災

害時要援護者）にインフルエンザなどの感染症が

疑われる場合は、集団感染を防止するため、すみ

やかに患者を別の部屋などに移し、各施設所管課

（Ｐ５２）までご連絡ください。なお、できるだけ早期

に病院に移送するなど、適切な治療等に心がけて

ください。 

第５章 福祉避難所の開設・運営 

６ 要配慮者（災害時要援護者）の健康管理・感染

症対策

避難者に手洗い・うがいを励行を促すとともに、健

康チェックを行い、要配慮者（災害時要援護者）が

咳込み、インフルエンザなどの感染症が疑われる

場合は、集団感染を防止するために、感染の危険

がなくなるまで、患者を別の部屋等に移してくださ

い。また、できるだけ早期に病院に移送するなど、

適切な治療等に心がけてください。 


